
　

西
和
賀
町
の
露
地
イ
チ
ゴ
は
地
域
特
有
の

涼
し
い
気
候
の
影
響
で
、
他
産
地
の
出
荷
が

終
了
し
た
７
月
に
出
荷
最
盛
期
を
む
か
え
ま

す
。西
和
賀
地
域
い
ち
ご
部
会
は
６
月
19
日
、

同
町
沢
内
の
氷
室
集
荷
場
で
目
揃
え
会
を
開

き
ま
し
た
。

　

同
部
会
員
や
市
場
関
係
者
ら
21
人
が
参

加
。
西
和
賀
普
及
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
は
、
地
温

を
下
げ
る
事
や
か
ん
水
な
ど
の
徹
底
で
、
粒

を
大
き
く
さ
せ
る
管
理
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
有
馬
富
博
同
部
会
長
は「
昼
夜
の
寒
暖

差
が
あ
り
良
い
イ
チ
ゴ
が
出
来
て
き
て
い

る
。
技
術
・
知
識
・
思
い
を
込
め
て
、
要
望

に
応
え
ら
れ
る
も
の
を
出
荷
し
よ
う
」と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

同
町
は
５
月
ま
で
残
雪
が
残
る
豪
雪
地

域
。
特
有
の
気
候
の
中
、
生
産
者
の
努
力
と

愛
情
に
育
ま
れ
た
同
部
会
の
イ
チ
ゴ
は
、
市

場
か
ら
も
高
い
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

７
月
中
〜
下
旬
ま
で
出
荷
が
続
き
ま
す
。

　

第
１
回
花
巻
農
協
肥
育
部
会
女
性
部
枝
肉

研
究
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
杉
沢
ツ
ヤ

子
さ
ん（
64
）は
６
月
19
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
を
訪

れ
、
高
橋
専
太
郎
組
合
長
に
受
賞
を
報
告
し

ま
し
た
。

　

研
究
会
は
、
北
上
地
域
肉
牛
部
会
の
女
性

ら
が
平
成
６
年
か
ら
開
催
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
は
初
の
試
み
と
し
て
、
管
内
全
地

域
の
肥
育
に
携
わ
る
女
性
を
集
め
、
６
月
４

日
、
東
京
食
肉
市
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
究
会
に
は
、
去
勢
、
雌
の
黒
毛
和
種
合

わ
せ
て
24
頭
が
出
品
さ
れ
、
杉
沢
さ
ん
の
枝

肉
は
、肉
質
の
良
さ
が
高
く
評
価
さ
れ
受
賞
。

杉
沢
さ
ん
は「
受
賞
は
も
ち
ろ
ん
、
広
域
の

女
性
生
産
者
同
士
の
交
流
や
情
報
交
換
は
大

き
な
励
み
に
な
る
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
生

産
に
携
わ
る
女
性
の
活
動
が
活
性
化
で
き
れ

ば
嬉
し
い
」と
語
り
ま
し
た
。
高
橋
組
合
長

は「
女
性
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
る
。頑
張
っ

て
ほ
し
い
」と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

み
な
み
支
店
は
６
月
６
日
、
Ｊ
Ａ
運
営
や

地
域
の
活
性
化
に
女
性
の
声
を
活
か
そ
う

と
、「
女
性
座
談
会
」を
開
き
ま
し
た
。

　

座
談
会
は
同
支
店
で
行
わ
れ
、
地
区
の
女

性
総
代
や
女
性
農
業
者
、
Ｊ
Ａ
な
ど
合
わ
せ

て
23
人
が
参
加
。
様
々
な
意
見
が
飛
び
交
う

中
、
女
性
部
の
菊
地
近
子
南
部
支
部
長
は
、

休
日
に
同
支
店
職
員
が
金
融
や
共
済
の
相
談

を
行
う「
ふ
れ
あ
い
相
談
会
」や
同
日
に
職
員

ら
と
と
も
に
開
く「
朝
市
」を
通
し
た
、
地
域

と
の
繫
が
り
の
重
要
性
を
述
べ
、「
支
店
と

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
で
地
域
を
活
性
化

し
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

　

白
岩
宗
子
支
店
長
は「
女
性
の
意
見
を
吸

い
上
げ
、
組
合
員
や
地
域
の
求
め
て
い
る
声

に
応
え
て
い
く
」と
参
加
者
に
伝
え
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
は
６
月
９
日
と
11
日
、
沿
岸
地
域
の

６
会
場
で
園
芸
相
談
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

相
談
会
に
は
、生
産
者
ら
約
40
人
が
参
加
。

講
師
に
大
船
渡
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
と

種
苗
メ
ー
カ
ー
を
迎
え
、
大
槌
町
に
今
秋

オ
ー
プ
ン
予
定
の
農
畜
産
物
直
売
所
へ
の
出

荷
に
向
け
た
栽
培
指
導
や
露
地
野
菜
の
組
み

合
わ
せ
栽
培
の
事
例
な
ど
を
紹
介
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
シ
カ
に
よ
る
農
作
物
被
害
の

対
策
相
談
や
栽
培
上
の
工
夫
点
な
ど
の
情
報

交
換
を
行
い
、
生
産
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

栗
林
町
の
川
崎
精
一
さ
ん（
75
）は「
講
師

や
他
の
農
家
の
話
が
聞
け
て
良
か
っ
た
。
今

回
教
わ
っ
た
、
野
菜
の
生
育
日
数
な
ど
を
参

考
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
」と
話
し
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
は
、
食
と
農
を
守
る
活
動
と
し
て
、
地
元
農

畜
産
物
の
Ｐ
Ｒ
と
普
及
拡
大
を
目
指
し
、「
地
産
地

消
レ
シ
ピ
集
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
12
冊
目
と
な
る
レ
シ
ピ
集
に
は
、
Ｊ
Ａ
が

開
催
す
る「
地
産
地
消
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」の
入
選
作

品
な
ど
、
女
性
部
員
や
Ｊ
Ａ
食
育
リ
ー
ダ
ー
、
地
元

高
校
生
な
ど
が
考
案
し
た
地
元
食
材
で
作
っ
た
ア
イ

デ
ア
料
理
や
菓
子
な
ど
20
品
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
「
体
に
や
さ
し
い
健
康
食
」「
米
粉
を
使
っ
た
地
産

地
消
デ
ザ
ー
ト
」「
子
ど
も
と
作
る
地
産
地
消
弁
当
」

「
健
康
寿
命
１
０
０
歳
弁
当
」の
４
部
構
成
に
な
っ
て

お
り
、
親
子
の
食
育
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢

層
に
向
け
ら
れ
た
内
容
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

作
成
し
た
３
０
０
０
部
は
、
教
育
機
関
や
食
育
の

現
場
、
家
庭
や
集
落
活
動
で
配
布
し
、
地
産
地
消
の

定
着
と
更
な
る
広
が
り
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
レ
シ

ピ
を
開
発
し
た
、
女
性
部
員
や
地
元
高
校
生
を
講
師

に
招
き
、
料
理
教
室
な
ど
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

６
月
５
日
に
は
、
髙
橋
勉
副
組
合
長
が
花
巻
市
教

育
委
員
会
を
訪
問
し
、
佐
藤
勝
教
育
長
に
１
０
０
０

部
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
髙
橋
副
組
合
長
は「
レ
シ
ピ

集
活
用
の
場
を
増
や
す
為
の
仕
掛
け
づ
く
り
を
行
い

な
が
ら
、
地
産
地
消
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。
教
育

現
場
な
ど
で
是
非
活
用
し
て
ほ
し
い
」と
手
渡
し
ま

し
た
。
佐
藤
教
育
長
は「
子
ど
も
た
ち
へ
の
食
育
指

導
の
ほ
か
、
保
護
者
に
向
け
て
の
地
産
地
消
活
動
の

重
要
性
を
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
大
変
あ
り
が
た
い
。
幅
広
く
活
用
さ
せ
て
頂
く
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

レ
シ
ピ
集
は
花
巻
市
農
業
振
興
対
策
本
部
の
協
力

を
得
て
作
成
し
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
で
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
15

ペ
ー
ジ
。
色
鮮
や
か
な
写
真
と
と
も
に
調
理
法
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先　

生
活
福
祉
部
生
活
ふ
れ
あ
い
課

☎
０
１
９
８
–
45
–
１
２
１
３
）

大粒収穫めざし栽培管理徹底
西和賀地域いちご部会「露地イチゴ目揃え会」

初開催の枝肉研究会で杉沢さん最優秀賞
「第１回花巻農協肥育部会女性部枝肉研究会」受賞報告

ＪＡ運営や地域活性化に女性の声を 　北上地域初開催「みなみ支店　女性座談会」

秋冬野菜の栽培方法指導 　沿岸地域園芸相談会

地産地消の定着目指す 　平成27年度の地産地消レシピ集が完成
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地 域

の 話
題

良
品
出
荷
に
向
け
て
決
意
を
新
た
に
品
質
を
確
か
め
あ
う
生
産
者
ら

「
元
気
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」と
笑
顔
を
見
せ
る
杉
沢
さ
ん（
右
）

思いを発言する参加者。座談会では女性の視点から貴重な意見が出された

講師の話を真剣に聞く参加者

活用の場を広げようと話し合いを進めるＪＡ職員

「共に地産地消や食育活動を進めよう」と髙橋副組合長（左）と佐藤教育長
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